
令和元年度 第１回公立鳥取環境大学教育研究審議会 議事要旨 
 

○ 日 時 令和元年６月２０日（木） １３：００～１４：３０   
○ 場 所 大会議室（本部講義棟３階） 
○ 出席者   江﨑信芳委員、尾室高志委員、片木威委員、田中仁成委員、田村文男委員、 
      今井正和委員、遠藤由美子委員、小林朋道委員、矢野順治委員、横山伸也委員、 

吉永郁生委員、齊藤明紀委員、張漢賢委員 [13 名/15 名] 
○ 欠席者  宇佐美誠委員、山本仁志委員 

 

冒頭に学長の挨拶があり、その後、新任の委員がおられるため、新任委員が自己紹介を行った。 
 

【議事】 

１ 前回議事要旨の確認 

  原案のとおり承認された。 

 

２ 審議事項 

（１）平成３０年度事業に係る業務実績報告書について 

    事務局から、平成３０年度事業に係る業務実績報告書について説明があり、原案のとおり承

認された。 

  ＜主な意見等＞ 

   ・TOEIC 受験の必修化や受験料の補助は検討しているのか。 

    →費用面を含め検討中。本学で英語の学力を確認するテストを行ってはいるが、本学の目標

に掲げている CEFR との接続ができていない。 

 

（２）公立鳥取環境大学学則及び公立鳥取環境大学履修規則の一部改正について 

    事務局から、公立鳥取環境大学学則及び公立鳥取環境大学履修規則の一部改正について説明

があり、原案のとおり承認された。 

 

（３）公立鳥取環境大学大学院履修規則の一部改正について 

    事務局から、公立鳥取環境大学大学院履修規則の一部改正について説明があり、原案のとお

り承認された。 

＜主な意見等＞ 

・観光経営特論について観光振興は自治体として柱になる政策だと思うが、なぜ廃止したのか。 

→大学院の質を確保する中で、大学院で 1 人が 2 科目を担当することが負担となっている。今

年度の地域経営特論の担当が、観光経営の視点を持っており、地域経営特論の講義の中で、

観光経営特論の内容もカバーしているため廃止となった。 

 

（４）学長選考会議委員の選任について 

   （報告事項のあとに、学長退席の上、審議を行なった。） 

 今井副学長から、学長選考会議委員の選任について説明があり、学長選考会議委員に田村委

員が推薦され、承認された。 

 

 



４ 報告事項 

（１）平成３０年度決算について 

    事務局長から、平成３０年度決算について報告があった。 

   

（２）令和元年度第１回補正予算について 

    事務局長から、令和元年度第１回補正予算について報告があった。 

 

（３）令和２年度入試日程の一部（私費外国人留学生）変更について 

   事務局長から、令和２年度入試日程の一部（私費外国人留学生）変更について報告があった。 

 

（４）公立鳥取環境大学内部質保証に関する基本方針について 

   事務局から、公立鳥取環境大学内部質保証に関する基本方針について報告があった。 

 

（５）自己点検・評価に係る規程等の改正について 

   事務局から、自己点検・評価に係る規程等の改正について報告があった。 

 

（６）近況報告 

   事務局から、入試、就職活動など大学の近況について報告があった。 

 

５ 閉 会 


